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高約英語の健康問題は豪華録的に進行する毛主化を基盤とした心身の機能低下と深く関わっている。した

がって、筋商有者の鐙療の緩待機進の手段として、心身の送イヒそのものを遅らぜる方法の開発が必要さと

なる。

本研究の忌告舎は、言語次生活者義務が闘立した地主義復ヰ議齢者を対象にE義務された考イじを緩怒させるた

めの有罪堅実香きな介入プログラムが食品摂取潔僚と身体の栄蓄を翁擦におよiます効果を評価することにある。

介入プログラムは、秋ffi9終閣外幸すの行政と共i湾運営し、地域夜窓の自立日当齢著者会体に介入した。介

入プログラムには、低栄養子予防のために牛乳飲湾滋僚の普及主主主幸治織を網羅した。 2若手聞の介入の走者

菜、地域高齢者の食品摂取習慣ならびに身体の栄養指主義かを亥善され、身体の栄養状態が向よし、老化

の遂行の滋廷が認められた。ちらに、介入により牛乳主要取事実皮が維持あるいは増加した群ではlln.祷コ

レステロ}ルが主義おし、減少した撲では低下していた。高齢期の液まな血清コレステロールf直を主義絡

するうえで牛乳のま票取が有効であることが示された。地域高毒害者の大規模な義語紙研究勺i土、透亙な血

清コレステロール債をま護持することが鈎ろっ{際向をそp~き守ることを示している o 牛乳欽燃が要事齢期の

心身の総長経の維持土星遂に号寄与することが示きれた。

はじめに

潟護者期の健康状霊童は綬時的に長室行する老化をさま菱重とした心身の機童話低下と漆く関わっていると考え

られる。したがって、声器襲害者の健康の綾子寺土霊遂の手段として、心身の老化そのものを滋らせる手段の

開発が11)、重要となる。

これまでの泌総考を対象とした介入研究の多く!.4 jは、生活後後がi整委された在籍襲害者を対象として

おり、機能の低γ予i坊や回復を主主主図的としている。これに対し、 Sv削 borgらき引はGoth聞 brugにおい

て70殺の主主主主高齢者を対象に学際的な介入プログラムを後レ心身の老化滋廷のための介入紛究をス

タ}トさせた。この研究浴、さEi舌機吉きのgl注した地主主高鈴ままを対象とした老化溺延の手段を線立する

ための先駆的研歩主である。
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わが国では、老イとそのものの遅延を隠告さとした介入減交として、有料名人ホームに辰往する高齢者

を対象とした続発討がある。この研究i式、わがE患における際立高総務の老化緩廷の手段の一例を綾示

している。しかし、地主主投名高紛遺言を対委設とした大綴綾な介入研究はわが箆にはない。

言語審害者の老化の遂行には、身体的およひ守士会心理学約要因が総透していることがぶされている。そ

のゆでも、栄養要因l立書室齢者の余命ならび]こ言語。次生活綴絞め維持に独立的に関係している怠謝。地域

高齢者の縦断級交お却は、血清アルブミン、血湾総コレスチローんならびに腿務疫の低い群の会長診が

緩いことを示している。すなわち、身体(J)後栄養状認震が老化を促進させ余命をま支給させる。さらに、

言語総者の総次主主治警護費量の自伎の綾子寺には動物性たんぱく質に議主人牛乳、肉類やま弱DI1類を十分主義欲

することが不可欠なことが主主主義夜宅潟総務の前肉語研究開で示されている。このように、余命の伸長

と生約機能の綾子寺すなわち老化(J)遂行を滋らせるためには良好な栄餐状態が必須条件であることが先

行研究によ号判明している。

本研究の図的l立、芸道次生活機能主主EI:itした地域夜宅潟約者をませ委員3こ袋詰話各れた主主化を遅延寄せるた

めの学際告さな介入プログラム治安食品摂取望号演と身体の栄養手警察におよ lますま毒薬を評仰することにある。

介入ブログラムには、低栄養予言きのためにや与しの童文潟習慣を事普及啓発する活動を襲警羅した。また、本

研究で玄嫁された介入プログラムは、対象主主主義の自治体の事業体系に組み込まれ地域住民tこ後供され

る後健サービス事業として慶隠されており、地域保健il昔綴Jにおける実行判能性に護主義撃し、工夫されて

いる。

本研究l土、地主義苦言齢者の大半を占める自立した議護者者を対象とした退去イヒを幾らせる手段の開発をめ

吉、した介入獄究であり、その研究意義は盗めて大きい。

対象と方法

1 介入対象と介入効5棋の評価

研鈴の対象幼域は秋[]祭南外村で品うる。予首~ト村 l立秋毘!築中部にf立後し、主主総主主業が終業の人口約

5，縮。名の地域である。介入期協は淑96年 7月から19合8年 7月までの 2年間である。介入集屈とし

て65歳以上の地域3主導2高総務会員、長悪性.471名、女↑郎総名令官U，167名を設定した。介入による心

身の健康状主義、社会心深学的重要腐ならびにライフスタイルの変化を評価すゐため、介入前後にまま合

健康議後を実施した。総合健康綱策は、若草学検診と閣接持き絞り言間後で携耳立し、ベーヌライン翻交

はぬ96年 7月、介入後調裁は19981f-7月に行った。介入プログラムによる食品主義紋習慣と身体(J)栄

養状態の変化を詳仰するため、栄養捻害事とじて、1IIlY青アルブミン、血湾総コレステロー)v、HDLコ

レステローJしをとちあげ測定した。食品終取習後iま15食品燃の摂取綴度調1去によちf記長義した。生活

機能のお支度lま;i5研王立滋護主総力指線鶴諮、をF語い測定した。

介入効果は、介入研究開立会前(J)r潟村の地主義言語齢者の加齢に{辛う縦断淡イヒと比較することで詳悠し
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た。そのため、比較する集団として介入紛予告が繍始菩れる 2年前のlぬ4年にi河村に従住していた67

後以上の湾総者集団を設定し、 1ぬ8空宇までの2年襲警の縦新変化と比較し務総した。以下、介入を閲

給したl鈴各年春寺の集留を介入怒コホ…1-， 1994若手持の条留を観察鶏コホートとして記述する。

介入総コホートのベースライン義理殺の参綴状況ならびに介入後議交の番多主義務と議王子筆を表11こ示し

た。ベースライン調査の参加E容は94.8%であった。介入後言電変』こはベースライン主題去を参加考の91.0

%にあたる1，む107名が参加した。介入主義郎の 9%にあたる105名が介入茶話路r:ttこ死亡した。解析は、

データの完備した67歳以上の553名に対して行った。解析対象の平均年齢は、 5毒性72.8歳、女性72.9

成であった。老研式活動能力将線総合点の平均は全体で11.5点であり、鈴次主主治機能の自立性は高

い水準であった。

表 1 介入期コホートの健康調査参加状況と転帰(1996-1998~手)

主主 男性 吉正'を主 食休 著書刻家〈覧〉

対象(人} 471 69吾 1167 

介入前誠盗 努力日 (人} 448 658 1106 94.8 

(1996年)

介入後事副議 参加{人) 404 603 1007 91. 0 

(l998年)

人続〈人} s 25 33 

死Eご〈人} 51 54 105 

r!1吉野 〈人} 号 者 s 

主義望書本主E (人) 2 ? s 

転出(人) 1 自 7 

解析対費R 211 342 553 

韮事 重詰' (重量) 72.8 (4.9) 72.9 (5.2) 72.9 (5. 1) 

名義芽ま主主若草総長プJr話番襲・ {点〉 12.0 (1.4) 11. 2 (2.3) 1 L 5 (2. 1) 

総長量点

'SJ!士急f障室 {事票数綴重量}

観察矧::lオ、…トは向村の67歳以上の高総務会災を対象とした。調査参加状況を淡2tこぶしたa

η
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1994年のベースライン憾では対象の92.5%が設費に参加した。 1996'"手時ペースライン繍変参納者の

92.1%にあたる748:tが調療に参加した。デ…タ11)予言守護した525:t11)解析対象の平均年童舎は男性72.5

歳、女性73.4続、老際主主滋委主総力t皆様意義合点11)平均イ畿は11.2点、であり、介入期コホ…トと潟水準で

あった。

ヨ竪2 観察期コホートの健康潟変参加状況と戦線(1鈴4-1996空宇}

4生 努性 女性 全体

対象(人) 347 531 

介入級事毒牽 参総{人) 329 483 812 92. 5 

(1994年)

介入後調夜 事事;1)0 (人} 2事l 457 748 92. 1 

(1996年}

入総{人) 10 18 28 

死亡〈人〉 42 48 90 

総喜子〈人〉 自 告

主詮翼翼不Z主 (人) 2 。 2 

転出(人} l 意

持率事?対象 204 321 525 

年 縁寺 (続) 72.5 (4.8) 73.4 (5‘3) 73. 1 (日1)

老級まえ活動能tJ!量襟 a {点) lL7{1.9J 1な自 (2. 5) 11. 2 (2.3) 

総合点
L 

‘平均値 〈機主事長議長牽〉

介入による食品摂取頻度の還を化の後主主はWilcoxon符号i附立検定によった。身体手投薬指擦の変化iま

paired トastlこより検定した。

さらに、介入燃コホートにおいて、介入による牛乳主要取習燃の変化が身体の栄養話機におよぽす

効果を分析した。そのため、介入によち牛乳淡取頻度が滋泌した(維持を含む〉然(以下、牛乳増

加春季〉と減少した雰{以下、牛若主主義少若手)とに区分し、栄養指擦として血液アルブミンと総コレス

テロ~)レをとりあげ、降立雲李総で 2 1F・隠の変化遺の主主~比較した。両者学閣のき変化祭の差iま、年齢、初
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期イ直を共交畿としたANOVA!こより検定した。

介入プログラム

介入プログラム泳、務外村の行量立と共同長室営した謁)。住民サーピス事業をi草食Tる各部局と誠議室長話

線をもち既存の事業体系に組み込まれ差是関された。介入プログラムの遂殺体制jの概絡を図 1!こした。

介入プログラムが効率的に透潟できるように各事者誌を護軍営する部局l土器撃さ誇した。また、介入プログラ

ムの袋行1iT費量牲を高めるたぬ、俊民の意見、事堅議は対象事業ごとにま華獲され事業f章常に反映された。

設E車線 係長室?射止毒事 ffi言霊霊童整課 教事著書聖員会

(公民館〉

基 品 4 品

介入プ詔グラム調聴会重量

4 皐 皐

fT聖堂議員学習会 老人クラブ活動 著書木健康審姦

~ ~ 

栄養改善事業 封書入会活動

品 事

広報活動 生涯学習尊重義

関 1 介入プログラム主主営体構IJの綴襲警

介入プログラムl立学際的tこ構成され、栄養改善事業、主主喜重学習事業(公殺意義務動)、老人クラブなど

の塁走存事業のなかで袋関された。ぶもなプログラム例を表3に示した。災古車方式;立、告審議、七ミナー、

実習などを採用した。介入プログラムは低栄後予防の食生活、五号E緩活動、病気とうまくっきあう 15淡

なげ、栄養、体育ならびにお日育として知約活動を促す内警察て?構成された。各プログラム法、行政信社後

スタッフ、各事重毒事門家および綾城ボランティアがJ尽き討し行った。栄養改善喜プログラムでは、え~1t遅延

を包釣として食生活指針をあげくま受4)、低栄き菱電皆ぞ予防するため、さまざまな牛乳をはじめとする動物
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表3 介入プログラム奥休伊j

栄義 イ正栄養予防の食生総

tt事しを争1mした料理

基本線康診査当量t辛苦言への牛乳配付

縄たきり予防的食生長滋

体害事 余 11髄活動の捻滋

遊び時すすめ

みんなで笑おう

知事守 書毒気とうまくっきあう方後

n主穫のlIi来事

身近なボランティア情動

号室4 食生活指針

J)牛乳絵、鍔際 200m.!以上主主むようにする。

のき食のパランスをよくとり、欠食はま急対さける。

3)泊目旨綴のt真草買が不十分にならt互いように注意する。

4)勤務室主たんぱく質を十分摂取する。

5)然1::肉の1晃耳買は 1: 1 t語度にする。

自}内は、さまざまな種顕奇摂取し、繍らないようにする。

7)j!g震は、緑黄色野菜、綴野菜など畿雲認な稜類を鯵悶食べる。

加熱調現し、 IlU衷黄置を確保する。

B)食欲がないときは止くにおかず告先に食べごはんを残す。

必至素材の誠意書i'iや保存法安穏熟する。

l告)苦手、言香辛料、著書り野菜告十分に取り入れる。

12)味見してから誠除料を使う。

13)事OHtl、 rt覇匹、洋織とさまざまな料理争完まり入れる 6

14)会食の機会を量豊富につくる。

15)械も、カを総持するため幾重量は定期的iこ点検を受ける。

16)皇室E苦情絡を積綴約に取り入れる。

-80-



↑主食品を十分淡寄託することを総務した?3UG 左くに、年 l@]行われる基本健康診査の会場?は、キまし

の摂取滋|殺をf認すための健主義学習司会と2∞mlの牛乳パックの重c1寸を受診者全員に対して行った。

結果

介入織と1$…ト会俸の友重要ぎをお畿の2B，こ 1回以上摂取する者の綴合、の変化をき受5!こぶした。介入

英語コホ…ト全体では、まま3変色妻子菜類ならびに治癒重要の摂取類疫の有意なま普泌が認められた。世話のぎ設ふ

撃手では挙事殺な変化iま認められなかった。牛乳を 2B，こ 1I設以上摂取する革まの綴会;土、介入書官fまともに

約70%であり、変化しなかった。表6Iこ介入期コホートの努女i.JIJ(!)主主要悪食義務の2B，こ:霊童以上主義殺

する殺の普~会の変化をぶした。牛乳の飲用習慣は、女性の方会苦言語い水準ぞま盤移していた。泌総愛護を主義

高見2誌に 1@]以上摂取する者の都合は男女ともに増加していたが右主主本首長に主棄したのは火後--r:あった。

綴繁期コホ}ト全体の主菜食品群の2自に l回以上摂取する者の叡拾の変化をき覧?にぶした。義語警察英語

コホートでは巣物類および緑黄色野菜類の摂取頻度の有主主な低下が認められた。一方、牛乳およぴ大

JI.製品の摂取頻度は有意に治加した。表8!こ綴察耳障コホートの発火加の主襲警食品語学の 2Bに1@]以上

摂取する容の書~合の変化を示した。肉類の摂取綴度が男性で有望まに減少していた。牛乳の主謀総務皮は

表5 介入期コホー卜(全体)の主要食品鮮の綴取綴皮の変化

(2日に一回以上摂取と問答した者の割合:%) 

食品群 介入前 介入後

牛乳 72. 5 時8.1 

害罪聖書 85.8 話3.4'ふ

肉類 ち4.9 55.8 

魚介主翼 哲3、3 宮2.告

主義務室糞 77.告 76.7 

審議議室生量子主義英露 告1.1 容器 7 

大主主童話主主 皐9.1 告在、 2

主副総実質 73.0 77.5 

P<0.10 • 1'<0.05 P<O.OI 

官il co混on 符認苦闘f説草禽ま宜による.
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宮警告 介入総コホートの主要E食品群の摂取緩療の変化

( 2日lこ一回以上摂取と盛望書した賓の割合:%) 

京世主

介 入 後

5号機日J
介入前介入後介入前

牛乳 69. 8 6:1.2 74‘ I 72. 7 

抵F芝草 86. 8 84‘4 皐5.2 82. 8 

I商業糞 58. 5 60. 9 52.5 52. 5 

魚介類 94. 4 92.5 92.5 事3.1 

S眠妨主義 71、7 69.4 80.4 80. 4 

緑黄色野菜綴 89.5 告目。 2 姻 02.2 喜7.0・

大 la霊誕品 93.3 88. 4 88.3 

主主H臨ま葺 7広告 80.2 71. 2 竺斗
P<O.10 • P<O.05 •• P<O.OI Wi J coxon 符時昔j額鋭機定による.

後7 観察鰯コオミート{念体〉の食事主食品群の筏取綴度の変化

(2 EIに一回以上摂取t回答した畿の割合:%) 

食品群

ヰエ乳

~ß 類

1苅茸貰

魚介媛

主義物類

緑黄君主野菜類

大豆製品

i泌B器類

」一一一一日
P<O. 10 

Wl1 

• P<0.05 a・.

1994年 199昔年

67， 1 74.9 .... 

81. 5 86“ I 

54.5 53.9 

91. 4 92.4 

81齢 5 75.1 

96. 6 91. 2 参

告2.5 88.7 • 

73. 1 72.5 

P<O. 01 
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号室8 綴警察鍛コホートの2主要食品群の摂取頻度の変化

(2自に一回以上摂取と鼠答した者の総会:%) 

努主主 女性

会主主霊草

1994年 19宮5年 I百例年 1996年

や事L 62.0 12. 4 ・事 70.2 7吾.4

卵類 84.9 87.5 79.3 85. 1 

!現実質 64. 1 57.3 48.5 51. 8 

魚介類 意2.7 91. 7 90.6 92.8 

築物実質 71.6 69.3 83. 8 78.昔

車講演色野ま草案議 骨6.3 89.6' 96. 8 92.3 

大護軍議論 83.4 幸喜.1 81.事 87.1 

泌総類 14刷 5 15.0 72. 2 70.8 

P<O. 10 Pぐ0.05 •• P<O.OI 嘗llcoxon 符号lJl貫t立総廷による.

奇襲 9-1 介入期コホートの栄養指擦の変化

3母性 吉正経

栄華霊ま昔綴

介入前 介入後 介入前 介入後

血後アルブミン (mg!dl) 4.03 4.04 4. 13 4. 18・彫

総コレスヂ口ーん〔同!d1) 171.6 111‘告 19号.0 202. 1・・

HOL コレステ口 ノレ(lIlg!dl) 50.5 52. 7争修 51. 0 56. O'・

iτ毛/HDL 3.61 3.47ゃ・ ι寺号 3.80・e

l 血色淡 (g/d 1) 13.3 13. 3 12. 1 

FぐO.05 Pぐ0.01 paired t-test による.

TC!提言L:瓜i鴻総コレスチ口ーノレ/HDLコレステ口…ん土色.

的
印



表9.~2 観察期コホートの栄養指標(!)変化

男被 女性

栄喜建縁者重

1994匁 1996年 19例年 I自何年

血清アノレブミン (mg/dl) 4. 05 4. 00・場 4.19 4.11・・

主義コレスデ口ール{限g/dl) 1昏5.0 17立 5" 189.9 197.8・・

HOL コU スチ口一 Jレ{滋g/dl1 49、3 49.7 50. 2 51. 8" 

TC / HDL 3. 54 3.62 3.告告 4“01 

l 応 急策 (g/dll 13.4 13丞 1傘毒 12.3 11. 9' 

P<O.05 •• P<O.OI paired t-testによる

TC/詫OL:民日清総コレステロール/HOLコレステローノレ土色.

mg/dl 5母校

ド0.890

0.2ト 0.17 

0.15 

G 

日 牛乳争再建買頻度低下翼手 (n=46) 

襲警 牛乳摂取綴躍を会堂書官{維持)群 (n=173)

図2-1 介入郷コホートにおける牛乳嬢取翠

演の変化とJ11J.溌アルブミン変化窒

一事態外村地域手話憲章者の老化総延のための介入研究
(1996.'19官自年)

ANOVA，議題整変数:年齢，ベースラインの血液アル
ブミン後

-84-

拍車/dl 女1生

0.4 

ド告.690 0.27 

0.19 

0.2 

O. I 

o 

牛乳熊取頻度低下被 (n=51) 

議議 牛乳摂取委譲躍を鴻加{ま接持)群 (n認296)

図2-2 介入期コホートにおける牛車摂取習

慢の変化と血清アルブミン変化童

一l菊外村地主主総商事者の老化運霊径のための介入研究
G腕ぺ鏑年)一

ANOV九調整変数:学章者，ベースラインの立区議アル
ブミン倣

佃J



綴喜Idl 災主主

Z.5 

1. 84 

1.5 

p=O. 146 

0.5 

。

0.39 
ー1.0

霊童Idl j(後

5i480  

2 

o 

明 2

嶋 3

同 4

-3.94 

口牛乳摂取鎖躍を俄下鮮 (n=46) 

iiH! 牛乳摂取頻度増加(車射事)若手(日記173)

司牛乳繍E頻度低下群 (n=5D

滋牛乳摂取頻凌増畑(縫持)毒事 (0=296)

殴3-2 介入期コホートにおける牛乳摂取習

慣の変化と血清コレスチロール変化

嚢

図3-1 介入期コホートにおけるまド事Lt翼政潔

慣の変化と血液コレステロ…J~変化

亘

-p室外村地域高毒事者!l)老化主義援のた絡め介入総言語
(1き96-1998年)ー

ANOVA，欝整室主要支:年齢，ペースライン!l)JJ量殺アJレ
プミン鐙

-]i著書主将量主主義高著書告考の老化遅延のた珍の介入研究
(l事事告-19事事長手}ー

ANOVA，護毒事豪華主要支:年毒事，ベースラインの盗議アJレ
プミン緩

男女で有意iこま雪滋していた。表告に介入英語コホ…トと綴護署員話コホート ff)身体ff)栄養指標の変化を示し

た。介入綴コホートでは、血清アルブミンは5悪女て::-:r警寿司し、女性iま半量殺であった。総コレステロール

は女性で有意に増加したが男性では変化しなかった。 HDLコレステロールは男女で有意に増加した。

総コレステロール/HDLコレステロールよとは努1どで荷重量に低下した。これに対し、観察期コホートで

は、血清アルブミンが男女で有意に低下した。総コレステロ…Jレi止、男女で有意に増加した。 HDLコ

レスチロールは女性のみで有意に増加した。総コレステローjレ/HDLコレステ口}ルi七は男女で増加

傾向を示した。

図2，土、介入期のコホートにおける牛乳増加群と牛乳減少鮮のJliJ.i蒔アルブミンの2年間の変化叢の

差災を示している。各群ともに血清アルブミンは縫加し牛乳綴加害宇治安潟い後を主詳したが、毒事関に有意

主主は認められなかった。牛乳増加群と牛乳i減少群の血液コレスデロ…Jレの2年開の変化支設の楚異を函

3にがした。男女ともに、牛乳増加害宇は盗i背コレステロ…ル治安機加しとのに討し、牛乳減少苦手では低

していた。女性では群潟に有意な差が認められた。

民
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考察

1.栄養状態改善寄による毛主化遅延効薬

本研究は、務次生活機能。)l3.iLした地主義校名高鈴幸子の進化遅延のためのプログラムの開発を懸約

として行われた。介入プログラムは行政が主義供する住民サ…ピス事業として、高齢者の特定グル…

ブではなく地域高齢設念体を対象に主義録された。

主主域高齢著者会停に対する介入効条を、是主化を量IH釘i"る地域主襲宅議、豪華i斉水型車、身体的ならびに社会

心理liil必要図が統制された悠(J)貧血波高齢者を立す燃として線級することは凶畿である。そこで、本紛究

では均一地域において、年齢とi盈議事持衡を統制した、介入したコホート(介入期コホ…ト)と介入

関始2年約のコホート(綴察期コホ…ト)を設定し、変化を比較することで介入効果を喜平f闘した。

本研究で設定した介入綴コホートと義襲警菜類コホ…トの考務式活動能力指標の総合点はおのおの

11.5点、 11.2点であった。この水携は、地主主宅配宅高鈴幸子の代表サンプ)v(J)調査成綴耕と潟水準であ

号、尚コホ』ト iま高次!Er昔機能金支El.iLした地域紛約者で構成怒れていることが害事認できた。

本研究(J)介入プログラム?は、高齢畿の食生活鎗金子をあげよげし飲用の啓発など栄養号文芸警活動を

行った。その紡糸、介入期コホートでは絞殺色野菜類とj剥旨類の主義駁童話獲が有意にま襲1Jsした。Lt'i'L

を28に l回以上摂取する者。主総令は約70%マ言語水準で推移した。その似の互主要食品群では摂葉支綴

度が有言まに低下した食5ちは認められなかった。一方、綴察鶏コホートではタ築物類と緑黄色野菜類の

銭高支頻度が荷主撃に低下し、止問しを 2践に 1回以上荻殺する者の割合i立、男性で62.0%から72.4%、

玉主体では67.1ちもから74.9%ヘー資家に増加した。話語民栄養護母恋主主緩舗によれば、 1鈴4王手以降、果物類、

油脂類の祭取量はほぼ」乏で絞殺し、緑黄色野菜類、牛乳は機加傾向をえ詳している。介入毅コホー

トで認められた緑黄色野祭実質の有意な絞殺頻度のま議加には介入実力主誌に加え時代効果が影響している

のかもしれない。油脂類の主義絞類愛の増加は、雲寺代効身長を凌駕する介入効果によるものと考えられ

る。これに対し、鹿島若菜類コホートで認吟られた果物類と奇最多を色野菜類(J)摂取類度の低下は調書官効占牲

によるものであり、今季しの摂取綴援をの士約百はH新党効主義によると考えられる。介入綴コホ…トでは介

入効果により食品摂取後淡の改善が認められた。

介入英語コホ…トのベースライン時のi畿、必アルプミン後;立、観察期:ヨホートの1994王手持とほぼj潟水

準であった。しかし、介入期コホ…トでは.uD.i淡アルブミン{践が努交で増加し女性ではヰ言語まであった

のに対し、義晃察鶏コホ…トでは、男女で有意に低下した。したがって、介入英語コホートのアルブミ

ン偵の増加は平均へのJjjJ;警ではなく、介入により食品摂取習慣が改鋳されたと考えられる。血液ア

ルブミンは、 E喜重害事守の老化のマーカーとなり、加議会;こ終い{底下することが縦断研究終組で明らかに

されており、総死亡の独立自きなぞ予知関子となることが示されている。観察綴コホートで議君、められた

男女の鼠絞っr)レブミン畿の有意な低下は老化の進行によるものと3静えられる。介入期コホートにお

いてデf入効果によち血清アルブミンイ査がま勢力日したことは、老化の進行が帝Ij御され死亡のリスク告さ低

下したことを意味している。介入期コホートにおいて、明らかな老化のi議延効果が認められた。
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介入期コホートにおいて、血清アルブミン値は男女で増加したが有意水準に達したのは女性で

あった。 Whitlockら刊は、介入に対し女性のほうがより多様な手段を数多く試みる行動プロセスを

とることを報告している。女性で血清アルブミン値が有意に増加したのは、女性が男性より介入プ

ログラム情報を積極的に取り込み食品摂取習慣に反映させた結果なのかもしれない。

介入期コホートでは、男女でHDLコレステロールが有意に増加し、総コレステロール/HDLコレ

ステロール比が有意に低下した。介入期コホートでは血清コレステロール構成比が改善された。こ

れに対し、観察期コホートでは増加傾向を示した。 HDLコレステロールは、身体活動度が高まるこ

とにより増加することが先行研究おお)により示されている。介入期コホートにおいて、 HDLコレス

テロールが増加し、総コレステロール/HDLコレステロール比が低下したことは、介入により栄養

状態が改善し身体活動度が高められたためと推定される。

本研究の介入では、栄養、食生活のほかにボランティア活動、余暇活動などの知的活動および体

育を促すプログラムも併せて展開した。地域高齢者の食品摂取パターンとライフスタイルの関連を

分析した研究37却は、余暇活動が良好な食品摂取習慣を促すことを示している。介入プログラムと

して展開された各種の学習活動と余暇活動の推進も栄養状態の改善に大きく貢献したと考えられる。

本研究により老化を遅らせるために考案した学際的な介入プログラムが高次生活機能の自立した

地域在宅高齢者の食品摂取習慣と身体の栄養状態の改善に有効であり、老化遅延の手段として有用

であることが実証された。

2.介入による牛乳飲用習慣の変化と栄養指標の関連

本研究では、対照とした観察期コホートで牛乳摂取頻度の有意な増加が認められた。しかし、介

入期コホートでは、介入前後で2日で 1回以上摂取するものの割合が約70%で推移し、介入による

牛乳摂取頻度の増加は認められなかった。国民栄養調査成A苛Jlによると、牛乳摂取量は、 1994年以

降、増加傾向を示している。観察期コホートで認められた牛乳摂取頻度の有意な増加は時代効果に

よると考えられる。観察期コホートの1994年時の牛乳摂取頻度は、介入期コホートのベースライン

より低値であった。とくに、男性の摂取頻度が低かった。観察期コホートで摂取頻度が有意に増加

したのは、牛乳摂取頻度が低水準であったため時代効果が明瞭に表出したと考えられる。介入期コ

ホートで介入プログラムとして行った低栄養予防のための牛乳の飲用習慣の啓発活動が摂取頻度の

増加におよばなかったのは、牛乳摂取頻度が、時代効果によりすでにこの地域で高い水準に達して

いたためと考えられる。

介入期コホートでは、有意な血清アルブミン値の増加が認められ介入による老化の遅延効果が認

められた。本研究では、血清アルブミンの増加に対する牛乳飲用の寄与を検証するため、介入期コ

ホートの血清アルブミン値の増加量を牛乳摂取頻度が増加した群と減少した群で比較した。その結

果、牛乳摂取頻度が増加した群の血清アルブミン値の増加量は、減少した群のそれより多い傾向を

示した。両群聞では有意な差は認められなかったものの、この結果は、高齢期において牛乳摂取を
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維進することが身体(1)低栄養状態を予防し送化の滋廷に寄与aすることを示しているのかもしれない。

長rri青総コレステロールイ直を義塁後期コホートの湾総長手持と介入笑芸コホ…トのベースライン時を比較

すると、観察紛ごゴホ』勾トのほうが低イ穫であてコた。地域議議議章者の縦断術究;主、 Jln.t青総コレステローjレ

が秘書きに伴い低下Tることを売詳している調。したがヮて、観察期コホートで総コレステロ…)vが努

1どで有意に港犯したのはお審者言語系を上底る平均への悶1暑によると考えられる。介入期コホートでは、

女殺で宥意な土製加をボし、男性では潟水i襲ヤ従移した。介入期コホ}トで力日量舎に伴う総コレステ

ロールの低下が絞められなかヮたことは、介入により栄養寄状態が改鋳されたためと考えれられる。

そこで、介入剣コホートで総められた泌齢に伴う級?車総コレステロ…ルの低下の狗毒1]1こ対する牛

乳摂取の苦寄与を分析した。介入郊の血清総ニヨレステロ…ルの変化量は、牛乳摂取緩慢Eが増加した若手

では機加したのに対し、減少した紛で低下した性では縁関iこ有意なま患がままめられた。;この主主5誌は衛

総郊の適正な血?議案主コレステロール伎を維持するためには、牛乳(1)摂取が宿支患であることを示して

いると考える。地域爾齢者の火鋭模な縦断研究哨 l土、血清総:コレステtJ-JH匿のf添いことが辞書うつ

傾向を促すことを示している。言語護者郊における牛乳主義取の推進は、泊費令iこ伴う血後コレステローJv

の低下を抑留jし、抑うつ綴向の予防に者干与するのかもしれないσ

本介入新究成事業は、牛乳が潟齢翼還の後栄養を予防レ心身の健康の豪華持増進に寄与する食品である

ことを示していると考える。主導襲害者を対燃としたと押しt摂取の華客発活動i土、必須と考える。

本介入研究i土、地竣夜認の自立語詰齢者の是~11';を遅延させ、健長抵の綾子寺滋主義を図る手話交を開発ナる

ためのわが属における先行級交である。

自立芸議議会者の老化遅延Lこ務効なプログラムの一例が掲示できたことの3意義は緩めて大きいと考える。
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